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平子アジアPT委員長が髙木外務大臣政務官を表敬訪問

平子委員長は髙木政務官に対して、第
48回日本・ASEAN経営者会議（AJBM、
2022年12月７～９日開催）の報告書を手
交し、来賓として同会議に参加いただ

いたことに御礼を述べた。そして、日
本とASEANのパートナーシップの目
的は地域の人々のウェルビーイングの
向上、成長機会の創出であることや、
そのための最重要課題が「人材」である
ことに、会議に参加した各国代表者が
合意したことなどを報告した。
さらに平子委員長は次回以降の会議
に向け、日本とASEANの共通課題に
焦点を当てて具体的な成果につながる
ような方向で会議運営の刷新を模索し
ていることや、日・ASEANが一つの地
域として人材の育成・活用・還流に取
り組むための仕掛けなどについて、検
討を続けていく予定であると説明した。

それを受け、髙木政務官との間でア
ジアにおけるカーボンニュートラル実
現に向けた道筋、デジタル技術、ソフ
トパワーを活かした地域や国の魅力の
発信方法など、今後AJBMで検討を予
定しているトピックを巡り、活発な意
見交換をした。
今年は日本とASEAN友好協力50周
年にあたり、12月には特別首脳会議の
開催も予定されている。この節目の年
において経済同友会は、ASEANとの
パートナーシップを強化し、それを活
かして日本の経済社会を活性化するた
めの方策について、活動を展開してい
く予定だ。

３月29日、髙木啓外務大臣政務官への表敬のため、平子裕志アジアPT委員長が外務省を訪問した。

髙木外務大臣政務官（右）に報告書を手交す
る平子アジアPT委員長


